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編集後記

JNETの行方

　JNET創刊から３年目に入りました．創刊前の準備期間に編集委員の間で，JNETの目指す方

向性を討議しました，結論が出ないまま，現在もその討議が続いています．当学会が，日本医学

会の正式メンバーになるには，年４冊の機関誌発行が最低の条件です．できれば，総会のプログ

ラム号を抜いて，４冊の発行はしたいところですが，現実は年３冊の論文号の発行にとどまって

います．これは一番低い目標設定です．

　できればPubMedにも引用され，citation indexがつくような機関誌にしたいのですが（少なく

とも私は），これには，厳しい審査があり，論文は全てinternational languageである英語でなけ

れば，審査にもかかりません．現在，和文誌で，PubMedにも引用され，citation indexがついて

いる機関誌（雑誌）がありますが，これは大昔の日本語というlocal languageの論文でもよい頃に

PubMedに引用される様になったからで，現状では対象外の機関誌ということになります．

　当学会の指導医の審査には，和文・英文を問わず，脳血管内治療に関係のある論文で全国誌・

国外誌に載ったものが３編必要です．このハードルが高いか，低いかの見解は人それぞれですが，

このinternationalな時代に，当学会からの情報発信をするためには，全て英文論文にする必要が

あると個人的には思っています．その役割を既存の国外誌に求めるのであれば，自分たちの学会

の機関誌を持つ意味があまりないように思います．このようなことは，JNETだけでなく，国内

の学会誌が抱えた共通の問題点になっています．

　最後に，和文・英文どちらでも結構です．JNETに奮って投稿をお願いいたします．
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